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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第37期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第36期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日

売上高（千円） 7,686,753 5,295,863 19,272,301

経常利益（千円） 1,924,280 957,861 2,805,258

四半期（当期）純利益（千円） 1,167,206 547,128 1,468,190

純資産額（千円） 18,581,222 18,379,613 17,864,104

総資産額（千円） 25,266,755 22,251,796 21,977,500

１株当たり純資産額（円） 1,041.78 1,049.41 1,019.99

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 65.58 31.28 82.71

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 73.4 82.5 81.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,479,925 △145,626 2,453,468

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
326,900 △46,924 57,978

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△332,797 △175,180 △960,362

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
5,102,702 7,712,375 8,051,703

従業員数（人） 517 541 512

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。)は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 541 (51)

　（注）従業員数は就業人員（グループ外から当社グループへの出向者及び嘱託を含む。）であり、臨時雇用者数（パー

トタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除く）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で

記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 383 (46)

　（注）従業員数は就業人員（社外から当社への出向者及び嘱託を含み、子会社への出向者を除く）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除く）は、当第１四半期会計期間の平均人員を(　　)内

に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　事業の種類別セグメントを記載していないため、当第１四半期連結会計期間の生産実績を製品等の区分ごとに

示すと、次のとおりであります。

製品等の区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

取出ロボット（千円） 762,426 37.8

ストック装置（千円） 43,316 30.0

特注機（千円） 1,517,617 64.5

その他付属機器（千円） 580,851 71.0

合　計（千円） 2,904,211 54.5

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　事業の種類別セグメントを記載していないため、当第１四半期連結会計期間の受注状況を製品等の区分ごとに

示すと、次のとおりであります。

製品等の区分 受注高 前年同四半期比(％) 受注残高 前年同四半期比(％)

取出ロボット（千円） 1,057,235 44.6 724,986 46.7

ストック装置（千円） 51,809 31.5 37,427 32.9

特注機（千円） 318,793 36.6 485,708 26.3

その他付属機器（千円） 637,305 68.9 366,563 55.4

部品・保守修理サービス（千円） 232,098 74.7 － －

合　計（千円） 2,297,242 49.5 1,614,686 38.7

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　事業の種類別セグメントを記載していないため、当第１四半期連結会計期間の販売実績を製品等の区分ごとに

示すと、次のとおりであります。

製品等の区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　前年同四半期比（％）

取出ロボット（千円） 800,784 40.1

ストック装置（千円） 36,249 33.7

特注機（千円） 3,655,377 80.4

その他付属機器（千円） 571,353 78.7

部品・保守修理サービス（千円） 232,098 74.7

合　計（千円） 5,295,863 68.9

　（注）１．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱ソニー・ディスクアンドデ

ジタルソリューションズ
4,279,379 55.7 3,613,617 68.2

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ユーシン精機(E01710)

四半期報告書

 5/25



３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期における経済情勢は、昨秋から始まった世界景気の急激な落ち込みから徐々に回復しているもの

の、企業の設備投資や個人消費は減速したままの厳しい状況が続きました。当社の関連する業界におきましては、

一部の地域(韓国、中国)で設備投資に需要回復の兆しが見え始めております。

  このような情勢において当社グループは、期首受注残の特注機の生産及び出荷を概ね計画通りに進めることが

出来ました。一方で、汎用機の販売が前年後半に引き続き低調であったため、当第１四半期連結会計期間における

売上高は5,295,863千円（前年同四半期比31.1％減）となりました。

  利益面につきましては、売上高は減少しましたが、経費の徹底的な削減を行なった結果、当第１四半期連結会計

期間における営業利益は925,797千円（前年同四半期比51.5％減）、経常利益は957,861千円（前年同四半期比

50.2％減）、四半期純利益は547,128千円（前年同四半期比53.1％減）となりました。

  当四半期の売上高及び経常利益は、世界的な景気後退による影響で大きく落ち込んだ前期第３及び第４四半期

の実績を各々上回ることが出来ました。景気の回復が不透明な状況が続くとみられる中、今後とも売上高の確保に

全力で取り組むとともに経費の一層の削減に努めてまいります。

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

　日本においては、汎用機の売上が伸び悩んだため、売上高は5,087,444千円（前年同四半期比31.8％減）となり、

営業利益は974,131千円（前年同四半期比46.8％減）となりました。

　北米地域においては、米国子会社の売上高は347,612千円（前年同四半期比14.8％減）となり、営業損失は△

34,285千円（前年同四半期は営業利益18,120千円）となりました。

　アジア地域においては、中国大陸での売上の伸び悩みの影響で売上高は139,754千円（前年同四半期55.0％減）

となり、営業損失は△17,856千円（前年同四半期は営業利益13,333千円）となりました。

　欧州地域においては、英国子会社の売上が減少したため、売上高は29,102千円（前年同四半期比65.7％減）とな

り、営業損失は△15,912千円（前年同四半期は営業利益15,694千円）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ174,316千円増加し17,902,942千円となりました。受取手形及び売掛金は

2,414,292千円増加しましたが、仕掛品が2,065,320千円減少したことなどによります。

　固定資産は無形固定資産が48,843千円増加したことなどにより、99,979千円増加し4,348,854千円となりました。

その結果、資産合計は274,296千円増加の22,251,796千円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ225,182千円減少し3,726,914千円となりました。これは未払法人税等が

215,480千円増加しましたが、支払手形及び買掛金が825,700千円減少したことなどによります。固定負債について

は大きな変動はなく、負債合計は241,213千円減少して3,872,182千円となりました。

　純資産は、四半期純利益の計上により利益剰余金が372,210千円増加したことなどから515,509千円増加の

18,379,613千円となりました。　
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローが145,626千円の支出超過、投資活動によるキャッシュ・フローが46,924千円の支出超過、財務活動

によるキャッシュ・フローが175,180千円の支出超過となり、現金及び現金同等物に係る換算差額が28,403千円と

なったことにより、前第１四半期連結会計期間末に比べ2,609,673千円増加し7,712,375千円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　たな卸資産の減少額1,928,381千円等を計上しましたが、売上債権の増加額2,394,989千円や仕入債務の減少額

848,830千円等により、営業活動によるキャッシュ・フローは145,626千円の支出超過（前年同四半期は1,479,925

千円の支出超過）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　定期預金の払戻による収入142,803千円等がありましたが、定期預金の預入による支出65,683千円、無形固定資産

の取得による支出64,553千円等があったため、投資活動によるキャッシュ・フローは46,924千円の支出超過（前

年同四半期は326,900千円の収入超過）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　配当金の支払額174,918千円等により、財務活動によるキャッシュ・フローは175,180千円の支出超過（前年同四

半期は332,797千円の支出超過）となりました。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グル－プが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた問

題はありません。

(5）研究開発費活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は131,483千円であります。

  なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グル－プの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末に計画中であった広州有信精密机械有限公司の「産業機械製造設備」については、生産予定

の変更により完了年月日を平成21年11月から平成22年４月に延期いたしました。また、新たに確定した重要な設

備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 17,819,033 17,819,033

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数は

100株　

計 17,819,033 17,819,033 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日 
－ 17,819,033 － 1,985,666 － 2,023,903

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　327,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,316,200 173,150 －

単元未満株式  普通株式     175,633－ －

発行済株式総数 17,819,033 － －

総株主の議決権 － 173,150 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式1,200株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個は含ま

れておりません。

②【自己株式等】

　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機
京都市伏見区久我

本町11番地の260
327,200 － 327,200 1.84

計 － 327,200 － 327,200 1.84

　（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株数は327,405株であります。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 1,248 1,523 1,510

最低（円） 1,021 1,056 1,270

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、

当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによる

四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社がレビュー証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月

１日をもって、有限責任監査法人トーマツとなっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,085,273 7,482,165

受取手形及び売掛金 6,739,899 4,325,606

有価証券 1,177,260 1,132,200

商品及び製品 727,704 551,308

仕掛品 490,874 2,556,194

原材料及び貯蔵品 1,182,844 1,187,916

繰延税金資産 345,800 365,585

その他 162,898 137,124

貸倒引当金 △9,612 △9,475

流動資産合計 17,902,942 17,728,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,161,058

※
 1,181,998

土地 2,051,841 2,002,911

その他（純額） ※
 245,712

※
 253,181

有形固定資産合計 3,458,612 3,438,091

無形固定資産

のれん 6,032 8,043

その他 214,601 163,746

無形固定資産合計 220,633 171,789

投資その他の資産

投資有価証券 281,781 237,282

繰延税金資産 118,290 137,495

その他 274,113 271,855

貸倒引当金 △4,577 △7,640

投資その他の資産合計 669,608 638,993

固定資産合計 4,348,854 4,248,874

資産合計 22,251,796 21,977,500
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,002,973 2,828,673

未払金 277,642 231,546

未払法人税等 423,927 208,446

賞与引当金 121,000 246,000

役員賞与引当金 7,500 13,100

製品保証引当金 144,303 132,314

その他 749,567 292,015

流動負債合計 3,726,914 3,952,096

固定負債

繰延税金負債 270 221

役員退職慰労引当金 66,780 87,685

その他 78,217 73,392

固定負債合計 145,268 161,299

負債合計 3,872,182 4,113,395

純資産の部

株主資本

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,023,903 2,023,903

利益剰余金 14,929,101 14,556,891

自己株式 △345,560 △345,298

株主資本合計 18,593,111 18,221,162

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 57,002 3,446

為替換算調整勘定 △294,226 △383,163

評価・換算差額等合計 △237,224 △379,716

少数株主持分 23,726 22,657

純資産合計 18,379,613 17,864,104

負債純資産合計 22,251,796 21,977,500
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 7,686,753 5,295,863

売上原価 4,653,811 3,428,401

売上総利益 3,032,942 1,867,461

販売費及び一般管理費 ※
 1,123,648

※
 941,663

営業利益 1,909,294 925,797

営業外収益

受取利息 10,446 13,102

受取配当金 2,269 1,811

仕入割引 7,060 2,362

為替差益 － 12,534

その他 4,982 2,813

営業外収益合計 24,759 32,624

営業外費用

売上割引 － 137

貸倒損失 3,647 －

為替差損 5,154 －

その他 971 422

営業外費用合計 9,773 560

経常利益 1,924,280 957,861

特別利益

固定資産売却益 － 2,735

投資有価証券売却益 10,137 －

貸倒引当金戻入額 － 2,973

特別利益合計 10,137 5,709

特別損失

固定資産除売却損 897 3,080

特別損失合計 897 3,080

税金等調整前四半期純利益 1,933,521 960,490

法人税等 766,247 414,098

少数株主利益又は少数株主損失（△） 67 △736

四半期純利益 1,167,206 547,128
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,933,521 960,490

減価償却費 73,672 71,203

のれん償却額 2,010 2,010

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,121 △3,226

賞与引当金の増減額（△は減少） △91,000 △125,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 △5,600

受取利息及び受取配当金 △12,716 △14,914

投資有価証券売却益 △10,137 －

売上債権の増減額（△は増加） △3,981,700 △2,394,989

たな卸資産の増減額（△は増加） 833,956 1,928,381

仕入債務の増減額（△は減少） 138,732 △848,830

その他流動負債の増減額（△は減少） 475,209 398,547

その他 39,066 59,104

小計 △628,264 27,178

利息及び配当金の受取額 12,716 14,526

利息の支払額 △36 －

法人税等の支払額 △864,341 △187,331

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,479,925 △145,626

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △65,683

定期預金の払戻による収入 － 142,803

有価証券の純増減額 400,000 －

有形固定資産の取得による支出 △67,412 △60,735

有形固定資産の売却による収入 － 1,498

無形固定資産の取得による支出 △5,431 △64,553

投資有価証券の取得による支出 △300 △300

長期貸付金の回収による収入 45 46

投資活動によるキャッシュ・フロー 326,900 △46,924

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △9,130 △262

配当金の支払額 △323,666 △174,918

財務活動によるキャッシュ・フロー △332,797 △175,180

現金及び現金同等物に係る換算差額 △106,144 28,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,591,966 △339,328

現金及び現金同等物の期首残高 6,694,669 8,051,703

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,102,702

※
 7,712,375
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。　

　 

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「売上割引」は、営業外

費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半

期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「売上割引」は357千円であります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、2,762,495千円であ

ります。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、2,683,192千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 157,504千円

製品保証引当金繰入額 39,000千円

給料手当・賞与 252,077千円

賞与引当金繰入額  60,275千円

研究開発費 158,874千円

減価償却費 33,647千円

荷造運搬費 72,777千円

製品保証引当金繰入額 70,000千円

給料手当・賞与 230,544千円

賞与引当金繰入額  52,973千円

研究開発費 131,483千円

減価償却費 30,859千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 4,802,702千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金

譲渡性預金（有価証券）

－

300,000

千円　

千円

現金及び現金同等物 5,102,702千円

現金及び預金勘定 7,085,273千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金　　

　

譲渡性預金（有価証券）

△272,897

900,000

千円　

千円

現金及び現金同等物 7,712,375千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成

21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 17,819,033株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 327,405株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月12日

取締役会
普通株式 174,918 10平成21年３月31日平成21年６月12日利益剰余金 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

当社グループの事業内容は、射出成形品取出ロボット及び省力化システムを含めた周辺機器の開発、製造,販売

及びアフターサービスを行う産業機械事業に集約されるため、事業の種類別セグメント情報の記載は省略して

おります。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

 アジア地域
　

（千円）

欧州地域
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
6,929,020406,561268,07283,0997,686,753 － 7,686,753

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替

高

525,7521,280 42,4071,633571,073(571,073)－

計 7,454,772407,841310,47984,7338,257,827(571,073)7,686,753

営業利益 1,830,39918,120 13,33315,6941,877,54831,7461,909,294

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

 アジア地域
　

（千円）

欧州地域
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
4,790,799347,612128,34929,1025,295,863 － 5,295,863

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替

高

296,644 － 11,405 － 308,050(308,050)－

計 5,087,444347,612139,75429,1025,603,913(308,050)5,295,863

営業利益又は営業損失

（△）
974,131△34,285△17,856△15,912906,07619,720925,797

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米地域　　　　米国

アジア地域　　　韓国、台湾、シンガポール、マレーシア、タイ、中国、インド

欧州地域　　　　イギリス、スロバキア
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 北米地域 アジア地域 欧州地域 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,588,096773,5522,252,43649,8535,663,938

Ⅱ　連結売上高（千円）                 7,686,753

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
33.7 10.1 29.3 0.6 73.7

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 北米地域 アジア地域 欧州地域 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,225,042311,3781,501,37911,9874,049,787

Ⅱ　連結売上高（千円）                 5,295,863

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
42.0 5.9 28.4 0.2 76.5

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米地域　　　　米国、カナダ

アジア地域　　　中国、韓国、台湾、タイ、シンガポール、マレーシア、ベトナム、フィリピン、　　　　　　　　インドネ

シア、インドなど

欧州地域　　　　ドイツ、オランダ、イギリス、アイルランド、チェコ、オーストリア、スロバキアなど

その他の地域　　中南米、オセアニア、中近東など

３．海外売上高は、当社及び在外連結子会社の本邦以外の国又は地域に対する売上高であります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,049.41円 １株当たり純資産額 1,019.99円

　　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 65.58円 １株当たり四半期純利益金額 31.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 1,167,206 547,128

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,167,206 547,128

期中平均株式数（株） 17,799,246 17,491,720

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成21年５月12日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………174,918千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年６月12日

　（注）平成21年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成20年８月８日
────────

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 山  田  美  樹   印 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 小  林  洋  之   印 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシン精

機の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成21年８月10日
────────

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

　

　 有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山  田  美  樹   印 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小  林  洋  之   印 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシン精

機の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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